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研究成果の概要（和文）：デザイン思考を導入したグループワークによる教育方法が大学等で普及するなか、グ
ループワークの評価をどのように行うべきかが課題となっている。本研究はグループワークが成果物や参加者に
よるアンケートでの評価される例が多いことに対し、プロセスを評価することの重要性を提起した。グループワ
ークの前提となる、個人の創造的活動に対する評価方法においても成果物評価かプロセス評価かの議論が分かれ
ているが、本研究は創造性をmini-c段階も含む個人の行動変容としてとらえ、分析の結果プロセス評価を重視す
べきという根拠を示した。それに基づきデザイン力を鍛える創造的グループワークにおけるプロセス評価の手法
を構築し試行した。

研究成果の概要（英文）：Recently, education methods by group work adopting "design thinking" are 
widespread in graduate school. However, it is augumented issue how to evaluate group work. This 
research raised the importance of process evaluation against the fact that group work evaluation has
 been often performed by product evaluation and questionnaire evaluation by participants. Indeed, in
 the evaluation method for individual creative activity, which is the premise of group work, there 
is a debate about whether product evaluation or process evaluation is divided. In this research, 
creativity is regarded as behavior change of an individual, and analysis results clarified the basis
 for emphasizing process evaluation. Based on that, we built and tested the method of process 
evaluation in creative group work to train the design ability.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
グループワークは教育や仕事の様々な場面で行われる、人間の創造性を発揮させる重要な活動である。特にデザ
イン思考による創造的な問題解決能力は、高度人材育成に求められている。しかし、グループワークをどう評価
すべきかという問題について意見が分かれている。一般的に、グループワークは成果物に対する他者評価が導入
されるケースが多いが、創造性研究においては成果物評価の限界や悪影響が指摘されている。本研究は、まず、
個人の創造性について、プロセスを重視し評価する方法を策定した。それに基づき、やる気の芽生え段階も含む
個人の行動変容を引き起こすグループワークを、より創造的な活動と位置づけ、プロセス評価を用い試行した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 

 
現代社会で活躍するために様々な側面で創造性が求められているが、なかでも他者との協働

によるグループワークでの創造性がイノベーション創出に結びつくと期待されている。「デザイ
ン思考」が高等教育のみならず、社会や産業からも注目されている所以である。しかし、その
活動をどう評価すればよいのかについては、曖昧なままである。 
創造性研究で積み重ねられてきた議論において長期にわたり対立した知見がある。その中で

も、創造的問題解決におけるグループワーク効果について指摘されているジレンマ、すなわち
「個人の創造性の総和はグループの創造性を上回る」と報告されている問題は、実務でのチー
ムワークや組織的創造性での経験と大きく異なるため、この説に対する支持と反論に分かれ、
いまだに決着がつかない。その理由は、この問題が創造性をどう評価するかという見地によっ
て、判断が異なるからである。 
「グループワークの創造性とは何か」という本質の解明と、それを踏まえてデザイン力を鍛

えるグル ープワーク評価方法の提案を行うことを目的としている。そのために様々なグループ
ワークを調査し、その特長をより明確にし、デザイン課題によるグループワークでの創造性発
現の仕組みをとらえることを目指した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、グループワークでのデザイン力の強化とそのリーダーシップを発揮できる人財の

育成を目指して実施されている高等教育におけるデザイン思考やワークショップでの創造的実
践をどのように評価すべきかという問題を提起し、その手法を提案することを目的としている。  
グループワークのコレクションにも取組み、国内の事例のみならず、アメリカ合衆国、ヨー

ロッパ、シンガポール、マレーシア、インドネシア、インド等の教育実践事例を収集し、プロ
グラム開発者にインタヴューし、グループワークをファシリテートする方法や評価方法、フィ
ードバックの仕方を調べ、体系化を目指した。また、評価方法の検討を重ね、特に独創性への
寄与に焦点をあて、グループワークの調査・分析を行った。併せて、得られた結果を反映した
ルーブリックによる自己評価方法の試行もおこなった。これを基に他者評価フィードバックの
効果を検討する段階である。 
 
３．研究の方法 
実際の教育実践を通してこそ実施できる研究であるため、北陸先端科学技術大学院大学でおこ

なっているグループワークによるアクティブラーニングや、デザイン思考を取り入れたイノベ
ーションデザイン教育を事例として、大学院等の教育におけるグループワークでのアイデア生
成の過程をとらえ、どのような評価指標や評価フィードバックの方法が適切であるか、議論を
重ねた。mini-c を起点としたアイデア生成過程のプロセスを体系化し、創造的な成果に結びつ
く要因を探った。 
ルーブリックによる尺度評価を参照した自己評価および他者評価の方法を検討した。昨年度ま

での研究成果を基盤に、グループワークを実践し、その評価を行うとともに、国内外の関連す
る研究を調査し、考察を行った。日本デザイン学会や認知科学会での研究発表、および、国際
会議での研究発表とワークショップを行って開発した評価法の普及に努めた。グループワーク
を主とした高等教育カリキュラムに向けた「イノベーションデザイン論」を提唱し、日本デザ
イン学会誌の特集号を刊行した。国際会議では基調講演も行い、グループにより創造性につい
ての総合的論考を行った。その成果の一部について、国際ジャーナルに掲載し、また、T. Lubart
ら創造性に関する第一線の研究者らとともに書籍の章として Springer より出版した。デザイン
思考は現在様々な分野で注目を集めているが、具体的にどのようなプロセスであり、どのよう
に評価すべきかが問題であったが、本研究の成果により、その問題の解決に一歩近づいたと言
える。行動観察や談話解析においては、最新技術を導入し、合理化を進めるなど、将来的な普
及に向けて開発を重ねた。 
 
４．研究成果 
デザイン思考によるグループワークを規範としたイノベーションデザインによる問題発見型

のグループワークにおいて創造性評価を行う方法を考案し、検証・改善を行った。評価方法開
発においては、個人の行動変容モデルを基盤に、創造的な行為を中心とした態度と意欲の変容
をとらえ、習慣化する過程も範疇とした変容プロセスのモデル化を行った。モデルに準拠し、
段階別の評価ができるように改良した。また、グループの他者評価を行い、質的分析を実施し
た。結果、自己評価のほうが精度が高いことが示唆された。さらに、第３者による評価や客観
評価（行動や会話の分析）と対照し、グループワークの創造性について、プロセス重視の総合
的評価方法を確立すべく検討を重ねた。従来グループワークの評価はアンケートによるものか
成果物に対するものが多かったが、本研究の成果が教育実践評価の有益な知見となると見込ま
れる。また、相互主観性という視点でグループワークを観察し、共創のメカニズムを明らかに
した。 
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